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地球環境汚染問題 の なか で ､ 硫黄酸化物(SOヌ)な どの無機硫黄化合
物 が引き起 こす大気汚鞄 ､ 酸性雨などの 問題 は極めて 深刻で ある ｡
特 に ､ 酸性雨 の 構成成分 の なか で硫黄酸化物は､ そ の飛散距離が 大
きい た め発展途上 国を発生渡 とする環境汚典が地球的規模で広が る
と い う重 大な問題 を引き起 こす. しか し 一 方 ､ 硫黄は生物界 にお い
て は極 めて 重要な必須非金属元 素であり､ 自然界にお ける無機硫黄
の 有機硫黄 - の 吸収同化 は ､ 専ら植物による シ ス テイ ン合成と して
行わ れ て い る｡ 従 っ て ､ こ の 環境汚典の原因となる無機硫黄化合物
を生物学的に除去す るた めに は ､ 唯 一 植物が有して い る無機硫黄 の
吸収 同化経路を高効率化 した トラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク植物を作出 し､ 有
害な無機硫黄化合物 を シ ス テ イ ン など の有機硫黄化合物に変換す る
事が最も論理的な戦略 である｡
そ こ で 本研究 で は ､ こ の植物にお ける硫黄同化代謝系の機構と制
御 に関す る基礎的な知見 を得る ことを目的と した｡ 次に､ そ の知見
に基づ い て トラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク植物 を作出 して ､ 大気や酸性雨中の
無機硫黄化合物 を高効率 に吸収除去 し､ 水中 ｡ 土壌中の 重金属を効
率的に除去無毒化する植物 の創製を目的と して研究を行 っ た｡
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